
１．はじめに

　少子高齢化、人口減少、家族スタイルの変容などを背

景に、日々の暮らしの受け皿となる地域社会では、住民

が自ら助け合い支え合う自立的な地域コミュニティの形

成が大切になっている。また、都市化された暮らしや 
ＳＮＳの進展など急速にすすむ情報社会は、コミュニ

ケーションの希薄化を生んでおり、そのことの解消とし

て、直接対話のできる地域の居場所づくりの必要性も指

摘されるところである。一方で、町会や自治会など、地

域自治を伝統的に支えてきた組織は、若い人の参入不足

に悩み、加入者の高齢者割合が高まり、弱体化が著しい。

　こうした中で、地域行政としては、人と人が安心して

触れ合い、つながりの実感を得られる機会を意識的に作

り、地域に愛着を感じ、主体的に地域づくりに関わろう

とする人を増やしていく必要性が生まれている。人間は

そもそも社会的動物であり、地域コミュニティの中にも

自らの役割や存在感を感じられるような場があることが

望まれる。そのためには、地域の活動に関わる人々に

とっての自己実現にもつながるような場づくりを、意識

的にしていくことが求められる。

　このような時代認識のもと、筆者は、地域の多世代

交流を促進するプロジェクトを、学生とともに行って

いる。実際に市民の人たちが行っている交流の機会づ

くりの取り組みの中に学生が入って、市民の方と一緒に

考え、運営する。学生の若い発想や行動力がきっかけと

なって、地域の人がつながる機運が生み出せれば、それ

が地域を活性化し、地域に愛着を感じる人のつながりを

増やしていく。さらに、そういうプロジェクトに関わっ

た学生自身が、地域のつながりの大切さを意識した大人

になり、これからの地域社会を各地で支えていく人材に

なる。こうした地域と大学の連携―地域連携―は、今日

の大学の社会貢献として重要であると考えている。

　しかしながら、地域連携のプロジェクトでは、学生は

正課外の時間を必要とする。現実に様々にコトが動いて

いくので、無責任にかかわるわけにはいかないが、アル

バイトのように、対価として報酬が得られるわけではな

い。特に、モノづくりではなく、あらたなコトを起こし

ていこうとするコトづくりのプロジェクトの場合には、
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人と人との関係性が大事となり、地域連携活動が進むほ

どに時間とエネルギー、細やかな心配りが必要となる。

求められる期待に応えようと負担が大きくなるにつれ、

周囲に迷惑をかけないようにこなすことに精一杯で、何

のための活動かが見えなくなってしまう危険もある。

　したがって、地域連携活動に、継続的に携わることが

できるようにするためには、単なる労働力として学生が

使われることがないよう、目的意識を持って、楽しみな

がらプロジェクトに取り組み続けることができるように

しなければならない。また、地域の住民にとっても、興

味を持ち続けられる創造的なプロジェクトであることが

必要である。そのような関係性を生みだすために、大学

と地域の連携はどうあるべきなのだろうか。その視点を

検討し、大学生を地域に送りだす地域連携の行動指針を

得ることが本稿の目的である。

　以下、次のように検討をすすめる。まず、大学の地域

連携の現状と課題についての先行研究のレビューから、

大学の地域連携の継続性に必要なこととして、どのよう

な視点があるのかを整理する。次に、筆者が取り組む地

域連携プロジェクトの中から、現在３年目を迎えて、な

お発展的な展開を続けているプロジェクトの経過プロセ

スをレビューする。そして、その継続性を生んでいるの

はなぜかを検討するにあたって、成熟社会の都市構想で

ある創造都市論の中から「創造の場」理論のモデルを援

用する。以上を通して、地域連携の取り組みが、持続

的・継続的になるための視点を総合的に考察する。

２．大学の地域連携に関する先行研究から

２－１．PBL 型授業展開の中で

　大学が企業や地域と連携して社会課題解決にあたろう

とする「社会連携」の取り組みは、学生が主体的に課題

に対して働きかけて自ら学びを創り出していくアクティ

ブ・ラーニングの推奨などとも相まって、すっかりめず

らしいことではなくなった。企業や自治体、ＮＰＯなど

から課題が提示され、その課題解決を行うＰＢＬ型授業

もさかんになった。その中からは、大学生とのコラボ商

品なども数多く生まれている。

　春木ら（2018）の研究メンバーでは、企業連携、地域

連携などといった「社会連携」の質を問う研究会を３年

間にわたり実施し、その成果を報告している。それによ

れば、社会連携型ＰＢＬ型の取り組みに一定の価値を認

めながらも、「思いつき」や「賑やかし」のようなもの

も多いとし、それを超えるためには、なんのためのPBL
か、学びの効果として大学側は何を求めるのか、しっか

り考えることが必要ではないかと問題提起している。

　中でも、行政の公的課題、地方自治体が抱える社会課

題の解決に向けた大学との連携については問題点が多

く、たとえば、自治体側が明確な課題やテーマを投げか

けることもなく、大学に肩代わりしてもらうような状態

に留まっているとする。本来は、「大学側が提供できる

普遍的で包括的な方法論」と、地域社会が提供できる

「リアルで個別的な体験」、この情報の質の違いを利用し

て、「双方の利」となるようにすることが望まれるので

あり、そうした社会連携型 PBL を意識することが必要

と指摘している。

２－２．「まちづくり」を目的とする事例研究

　川人ら（2017）の研究においては、「まちづくり」プ

ロジェクトの６年間のプロセスを資料とインタビューで

振り返り、自治体と大学との連携が継続的になるための

組織の組み方について検討している。それによれば、①

具体的な活動内容を定めること、②顔の見えるサイズの

コミュニティの中ですすめること、③団体をつなぐコー

ディネーターの配置、④インフォーマルな交流の場の必

要性、⑤各組織の文化に応じたルールの使い分けと柔軟

な対応、⑥研究・教育に関する幅広い活動の複数展開に

よる連続的な継承、以上６つの要素が分析されるとし、

さらに、自治体と大学が、対面で協働プロジェクトの成

果の共有や意見交換をする場をシステムの一部に組み入

れていくことが課題としている。

　この「まちづくり」に大学と自治体が協働で関わる事

例は、上述の春木らの研究グループが指摘する「自治体

と大学の望まれる連携」の事例に合致するものと考えら

れる。しかし、そこまでの連携がはかられるためには、

大学側にも組織的な受け皿がしっかりとあることが必要

であるし、自治体側も相応の予算を組み、大学との協働

に託する明確な意志がなければ難しい。組織的な連携が

できることに越したことはないが、それがないとできな

いというのでは、地域の暮らしの中に散在する細やかな

ニーズには応えられないのではないか。

２－３．大学の社会貢献として湧出する地域連携

　大学の地域連携の推進は、社会貢献という社会的要請

に応えていきたいという大学側の思惑が、実際には働い

ているとされる 1）。その一方、自治体にとっても、人口

減少の急激な進展の中で、地方創生・地域活性が切迫し

た急務の課題となり、地域の大学と何らか連携すること

が刺激となり、新たな機運や活性化の場を生む可能性が

あるということから盛んになっている。それを後押しし

たのが、「大学生と大学教員が地域の現場に入り、地域

の住民や NPO 等とともに、地域の課題解決又は地域づ

くりに連続的に取り組み、地域の活性化及び地域の人材

育成に資する」という総務省の「域学連携」の推進であ

る。
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　西村（2016）は、こうした事情を踏まえて、特に文科

系の地域連携に焦点をあてて、その特徴と課題を論じ

ている。この中で西村は、大学の社会連携の一つであ

る「産学連携」が「産業界の組織体に絞り、そこでの課

題と、大学側の多様な研究資源とのマッチングに限定」

「企業の技術開発と大学のシーズ技術のマッチング」と

いう研究ベースの関係構築というテーマの明瞭さがあ

り、共同研究、受託研究も積年の積み上げなされていき

ているのに対して、地域連携については、研究ベースの

連携が難しいという。それは、地域の中には、人が生き

る生活にかかわる諸問題、人によって構成される社会の

諸問題が複合的、多様に存在しており、その現状の中に

「課題」を見つけて、その「課題解決」のために、「人」

を介して何かを行う、という形をとることが必然となる

ため、産学連携の技術ベースの理系研究の共同とは違う

からである。

　技術ベースの産学連携の共同関係であれば、研究と教

育という大学の使命に基づき、それによって企業の技術

革新もすすむということで自然な関係である。ところ

が、地域連携の場合には、実際には、地域活性化をねら

いとする「学生の地元活動」がその実態となることが多

い。地域の課題の実際は、地域の中の若者不足による地

域の活力の減退であり、それを回復する力として、一時

的にでも学生の元気な若さあふれる活動、あるいは、柔

軟な発想やソーシャルメディア時代に対応したメディア

リテラシーの能力が、地域では必要とされるのである
2）。その結果、共同研究開発というよりは、学生の教育

ベース、しかも、行動力や実践力、コミュニケーション

力など、いわゆる社会人基礎力といわれるものがその中

心となる。加えて、「学生の地元活動」の露出度が、大

学の「社会貢献」とされ、その数が「地域貢献度ランキ

ング」となって大学評価につながるため、わかりやすい

「学生の地元活動」の積み上げが促進されることになる
3)。

　そうした学生の地元活動や社会貢献の促進自身は、悪

いことではないが、ともすると「（専門の勉強とは関わ

りなく）学生が安価な労働力と捉えられてしまうリス

ク」「学生がいなくなったあとの地域の自立力の課題」

「何かを実行してそれだけで終わってしまうリスク」と

表裏一体であること、また、学士力を育てるという高等

教育機関でありながら、中高生のボランティア活動との

差異が明示できないケースや、一部の学生たちをもって

「若者の意見」としてひとくくりにしてしまうことの危

険などがあることを指摘する。それを回避するには、学

生の行動力や労働力が期待される「ボランティア型」な

のか、行政課題や推進方向に対しての意見が期待される

「意見提案型」なのか、学生が日々学んでいる専門知識

をもとに新たなことを作り出していくことが期待される

「産学連携型」なのか、どういう性質のものであるのか

を定めること、しかもこれらを、本気で「協働」してや

ろうとするのか、「100％学生に任される」かたちで行う

のか、大学がある限られた範囲で役割を果たす「ロール

プレイ型」なのか、どういうスタンスでの地域協働なの

かも理解した上で、地域連携をすすめていくことが必要

と述べている。

２－４．社会連携による教育力をどう捉えるか

　以上の文献から改めて明らかになることは、社会連

携、中でも地域連携の教育的目標をどこにおくのかが

重要ということである。西村（2016）も指摘するよう

に、大学の地域連携の実際が「学生の地元活動」となる

現実の中で、地域連携自身が新しい価値創造を生むため

には、それを単なる学生の社会経験に終わらせないよう

にすることが望まれる。春木ら（2018）のいう「思いつ

き」「賑やかし」とならないためにも、「教育的価値をど

こに置くのか」の視点が大事である。

　学生が地域に出て活動することの意味は、地域には

「社会の縮図」「生活の実際」「生きることの現実」があ

る、という点にあると考えられる。その中で、本当に社

会の「生きた課題」に触れて、自分自身の問題として捉

え、その解決をはかろうというところに、自身が学んで

いることの専門性、あるいは今日必要とされる学際性が

活かされて、解決方法を編み出していく。そして、その

ことが、学生自身の自己成長にもつながり、地域の人々

の生き方や地域社会のあり方へも変革をもたらし、新た

な社会創造に結びついていく。それが、地域のつながり

を生み、地域への愛着を生み、地域の活性化になる。そ

ういう経験の中で、学生も、「問題発見」「論理的組み立

て」「課題解決」という学士力、そして、社会人力を身

につけていくという形が望まれる。

　人間、社会の課題が複雑化、多様化する中で、生活の

現場の中に入ってこそ、本気で取り組むべきことが見え

る。成熟社会の暮らしの豊かさを考えるための「地域の

価値の発見、地域価値の創出」という視点から、大学生

が地域課題に関わり、自治体によって、その実験フィー

ルドとしての「場」の提供がなされていく。そして、互

いに無理なく、楽しみながら、新しい場づくり、社会づ

くりに挑戦していくという思いを共有できるところに、

地域連携のあるべき姿は求められるであろう。

　しかし、こうした理想の地域連携は、成果や効果が

はっきりと示されるものではないことが多く、時間もか

かるため、現実には、明文化の上プロジェクトがスター

トできることは少ない。また、自治体においても、何か

前例がなければ、予算をつけていくのはなかなか難し
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い。

　したがって、学生の力と連携して、生活課題の解決を

通して新たな地域社会を創造していくという理念、問題

意識を共有する「大学―自治体」の担当者が、継続的に

連携をすすめていくことが必要となるのが実際のところ

である。そのような現実の中で、学生が目的意識を持っ

て関われる持続的な地域連携の場を作り出すために、必

要な留意点とは何だろうか。この点を問題意識として、

次に筆者が取り組み持続的発展を生んでいる地域連携の

事例を取り上げたい。

３．地域連携の事例としての多世代交流かるた

３－１．多世代交流かるたについて

　本項で検討対象とするのは、本学キャンパスのある日

野市をフィールドとして、地域活動の中で多世代の交流

を促進する「多世代交流かるた」の開発プロセスである
4)。これは、初めから地域連携を意図してスタートした

プロジェクトではなく、途中から、自然に地域連携の形

を取るようになり、３年目を迎えた（表１）。このプロ

セスがどのようにすすみ、どこで行政が関わり、また市

民との協働がどのように生まれたのかを振り返り、地域

連携の持続的なあり方への視点を探る。

　「かるた」は、小さい子どもからお年寄りまで、誰も

が遊び方がわかり、丸くなって囲んで楽しむことができ

る。娯楽的にも教育的にも使うことができ、異なる世代

の人も異なる境遇の人をも包み込む、包摂性の高い優れ

たコミュニケーション・ツールである。読み札は「言

葉」を、絵札は「アート」として楽しむことができる。

このかるたというメディアを、地域交流活動に利用し、

異世代理解を深め、地域コミュニティづくりに役立てら

れないかと考えて「多世代交流かるた」のプロジェクト

が生まれた。ツール開発にあたっては、他学科教員の協

力を得た。

　このかるたが、どのように生まれ、どのようにその活

用が発展したかのプロセスを追うことを通して、地域連

携が持続的であるための視点を考える。

３－２．制作プロセス

　このツール開発の最初の発端は、アクティブ・ラーニ

ング型の授業運営として、筆者が担当する「少子高齢化

社会」という授業で、履修学生に高齢者の存在に興味

を持ってもらうための言葉づくりを行ったことにある

（2016 年度前期。対象：生活科学部現代生活学科 2,3 年

生 12 名）。高齢社会の到来が言われて久しいが、それを

「大変」と捉えるのではなく、知恵も経験もある人々の

存在の豊かさあふれる社会とすれば、高齢社会の捉え方

や対応策も変わる。そこで、「年齢を重ねることの豊か

さ」を捉えた読み札の作成を、これからの時代の社会と

暮らしについての学びを行う学科（生活科学部現代生活

学科）の学生たちで行った。

　授業の中では、「老いることの価値」や「生きがい」

についての考え方、また、日本の生活文化の中で、老人

という存在がどのように捉えられていたのか、昔のこと

わざを紐解くなどして、老いについて考えた。そして、

マスメディアなどで報道されるイメージのみで高齢者を

捉えるのではなく、文化的存在という人間観を踏まえた

上で、読み札作成に取り組んだ。

　学生には、「クール・ジャパン」という言葉で日本の

多様な文化の姿を捉えるように、「クールな高齢社会」

をイメージしてみようという課題で、五十音の頭文字を

書いた用紙を、一人一枚ずつ事前に配布した。各人が予

習課題としていろいろと考えてきたものを持ち寄り、授

業内では、２つのグループに分かれ、それぞれ、五十音

の頭文字一つにつき、一句ずつ、グループで作成（１コ

マ 90 分間）した。その後、クラス全体で、それぞれの

グループが作成した言葉のうち、よりよい方を選択しな

がら、それぞれの句に込めた思いやそこから得られた発

見などを紹介しあって、高齢者理解を深め、高齢社会の

あり方を考えていくという授業を行った（１コマ 90 分

間）。さらに、自分たちが捉えた老いの価値とはどのよ

うなものなのかを客観的に掴むため、作成した読み札の

言葉を、KJ 法の手法を簡易的に使って分類することを

試みた。その結果、学生の捉えた高齢者像は以下のよう

に分類された。

■学生が創作したかるたにみる高齢者像の内容的な分類

①豊かな経験知・生活知・伝承知を持っている

　【主に豊かな人生経験】

　へこんでも立ち直る術を知っている／世の中の酸っぱ

いも甘いも知っている／ルーツを知っている／ぬるま湯

では育ってきてない／粗末にものを扱わない／戦争はも

う二度と経験しない／楽よりもまず苦をえらぶ

　【主に豊かな生活知識】

　花の名前一番知ってるおばあちゃん／レシピの種類は

表１　多世代交流かるたプロジェクトの歩み

年 月 主要な取り組み

2016 7 授業「少子高齢化社会」の中で読み札作成・絵札の作成へ

2017

2 H地区センターにて、初めて地域交流に活用

7 授業「少子高齢化社会」の中でHサロンの方とかるたで交流

8 H地区センターにて、子ども向け活動に活用

9 Hサロンにて、高齢者交流に活用・意見交換

2018

2 Kサロンにて、高齢者交流に活用

3 製品化バージョンの完成

7 製品化バージョンを、中央公民館で紹介

7 製品化バージョンを、Hサロンでお披露目

8 製品化バージョンを、子ども向けプログラムに活用

9 製品化バージョンを、M自治会サロンで活用

9 製品化バージョンを、中央公民館で公募公開（中高年、中学生向け）
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クックパッド超え／魚のさばきは手慣れたもの／味噌汁

はおばあちゃんが作るのが一番／煮物は歳を取っただけ

おいしく作れる

②「アクティブ・エイジング」を追求する

　【健康配慮】

　健康維持して今年で九十歳／九時には寝て五時には起

きる健康体／疲れを感じさせない若さあり

　【趣味・向上心】

　ひとりの楽しみ方を分かっている／ロマンを追求いつ

までも／とことん趣味に没頭／リュックを背負ってどこ

へでも／ユーモアがあって面白い／多方面でまだまだ活

躍／ｉＰａｄ使いこなして孫と通話

③豊かな社会関係を持っている

　【青年との関わり】

　大人になり親となった子と酒を飲む／海よりも深い祖

母の愛／昔を語る祖父の背中

　【子ども（孫）との関わり】

　のろのろと歩けば孫が手を添える／手をつないで連れ

ていってくれるおばあちゃん／面倒見の良いおじいちゃ

んおばあちゃん／すくすく育つ孫を見てこの世界の平和

を祈る日々／孫たちの写真を常に持ち歩き／こんな日は

一緒に庭そうじ

　【地域との関わり】

　近所の人は皆知っている／知らない人と世間話ができ

る／年末にはみんなを仕切って行事する／仲間の付き合

いが昔からある／地域でのまつりに参加し大騒ぎ／笑い

のたえない老人会

④その存在そのものが豊かさを持っている

　今を生きることの大切さ／ほうれい線は幸せの証／加

齢するごとに増すオーラ／笑みがこぼれる毎日

以上を、分類に従ってまとめたのが図１である。

　大学生は、高齢者を「経験知・生活知・伝承知」「ア

クティブ・エイジングの魅力」「社会関係の豊かさ」「存

在の豊かさ」を持つものとして捉えており、それらがバ

ランスよく配されている創作になっていることがわかっ

た。

　講義を受動的に受けるだけではなく、内容を自分の中

で受け止めるためのワークショップとして行ったかるた

づくりであったが、結果的に、「豊かな高齢者像」「高齢

社会のあり方」を考えさせる言葉が生まれた。これを

使って、地域の中で多世代が交流できる場を作っていく

と、地域コミュニティづくりに役立つかもしれない。そ

こで、これを実際に地域の中でも使っていくことができ

るようにするために、絵札の作成を検討することにし

た。

　読み札に対応する絵札の作成は、本学で美術を学ぶ学

生の協力を得ることができた（文学部美学美術史学科）。

そして、美術の勉強を活かして、広く一般の方々、特に

このかるたの利用者層として想定される高齢者の方たち

に、絵画作品を鑑賞する楽しみを広げてもらう、生涯学

習ツールとしても活かせるような「アートかるた」に仕

立てていくことになった。異世代が楽しく高齢者に思い

を寄せつつ、芸術世界を楽しむことのできるコミュニ

ケーション・ツールづくりである。これからの社会と暮

らしの在り方を学ぶ生活科学部の学生と、美術を勉強す

る文学部の学生とのコラボレーションによる作品が生ま

れることになった。新しいツールと場の創出という目標

を持って、有志学生メンバーによる「多世代交流かる

た」プロジェクトが、課外活動として生まれた。

３－２．地域でのトライアル活用

　こうして読み札・絵札による「高齢者かるた」が、学

生のアクティブ・ラーニングの中で試作された。これ

を、学内に置いたままにしておくのでは内輪のものにと

どまる。そこで、地域の方との交流の場の中で、実際に

活用をしてみることにした。ここで近隣の複数のコミュ

ニティ・サロンの方の協力を得た。

　一つは、多世代交流拠点としての場づくりの展開を

図っている H 地区センターのコミュニティ・サロンで

ある。自治会と子育て支援を行う NPO がサロンの実行

委員会となっており、市職員の橋渡しを経て、筆者も

このサロン運営・企画に学生とともに加わっていた。す

でに信頼関係を築いていたこのサロンで、最初のかるた

会を行い、地域交流プログラムとしての可能性を探った

（2017 年 2 月）（図２、図３）。その結果、参加者から以

下のような声を得た。「久しぶりのかるた、楽しかった

です。学生の皆さんの考えたかるたがとても素晴らし

かった。小さな子どももかるたとりができて、とても

図 1大学生が捉えた高齢者の姿と

　　その分類からみる高齢社会像
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うれしそうでした。昔の遊びは良いですね」（70 歳代）

「２歳の息子と一緒に参加させていただきました。初め

てのかるたでしたが、とても楽しく参加できました。か

るたは人数がいないとなかなかできないので、この会に

参加できてよかったです」「子どもたちもかるた遊びを

楽しんでいたので、親も大変楽しめました」（30 代の母

親）。

　高齢者と大学生のかるたに、２歳児が母親と一緒に加

わり、多世代が交流して楽しむ風景が自然に生まれた。

かるたは、すべての世代が一緒になって遊ぶことができ

るコミュニケーション・ツールであり、どんなスペース

でもできる。地域活動の中で実際に使っていく可能性を

掴むことができた。

３－３．市民との協働の中で製作へ

　さらに、別の H コミュニティ・サロンの方とのつな

がりを得た。この H コミュニティ・サロンは、日頃家

にこもりがちな地域の高齢者のために、家の外にでる機

会を提供したいと考えた地域住民により、高齢者による

高齢者のための居場所づくりとして運営されている。月

１度定期的に実施されているが、極めてゆるいコミュニ

ティで、学生が気軽に発表・交流のできる、もっとも身

近な場であった。

　このコミュニティ・サロンとの橋渡しができたのは、

市の担当職員の存在であった。市職員は、日頃から担当

地区の住民とのコミュニケーションをはかっており、そ

の結果、大学とコミュニティ・サロンとのマッチングが

行われた。

　まずは、市職員の仲介により、筆者の「少子高齢化社

会」授業に、このコミュニティ・サロンを中心で運営さ

れているメンバーの方にゲストとしてお越しいただい

た（2017 年度前期授業）。そして、授業の中で、日野市

の高齢化と地域行政、および、地域の高齢者の暮らしの

実際、高齢者が高齢者のために場を作っていくコミュニ

ティ・サロンの取り組みの意義などについて学生に話を

してもらい、学生の高齢社会への理解の一助とした。そ

して、このかるたで交流をはかり、双方の関係づくりを

行った（図 4）。

　その上で、多世代交流かるた制作チームの学生有志

が、今度は実際にコミュニティ・サロンに伺い、試作

したかるたを、地域のお年寄りと行った（2017 年 9 月）

（図 5）。

　ここでは、ただかるたで交流することだけではなく、

どうすればもっとよい作品になるか、実際に地域で使っ

ていくということを想定した場合に、どのような課題や

可能性があるかについて、参加者の高齢者の方から意見

をいただいた。

　その結果、多岐にわたる活発な多彩な意見をいただい

た（表２）。ここでいただいた意見が、この後のカルタ

の発展を生むことになり、地域協働の作品となった。

３－４．製品版の制作から公的な場へ活用が広がる

　上述の参加の声にみるように、コミュニティ・サロン

でのかるた交流が好評であったため 5)、広く他のコミュ

ニティの場でも活用してもらえるよう、製品化バージョ

ンを作成することにした。この際、コミュニティ・サロ

ンで実際に高齢者の方から得た意見である「大きなサイ

ズの絵札」「読み札の各札に込められた若者の思いと、

使用している絵の解説本をつくる」「絵札全体を一覧で

見られるような全体図を作る」という意見を活かし、制

作を行った。地元にある印刷会社にご協力いただき、製

表 2　かるた改良に関する意見とその後の展開

（2018 年現在）
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この会に参加できてよかったです」「子どもたちもカルタ

遊びを楽しんでいたので、親も大変楽しめました」（30代
の母親）。 
高齢者と大学生のカルタに、２歳児が母親と一緒に加わ

り、多世代が交流して楽しむ風景が自然に生まれた。かる

たは、すべての世代が一緒になって遊ぶことができるコミ
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－ 製品版の制作から公的な場へ活用が広がる

上述の参加の声にみるように、コミュニティ・サロンで

のかるた交流が好評であったため5）、広く他のコミュニテ

ィの場でも活用してもらえるよう、製品化バージョンを作

成することにした。この際、コミュニティ・サロンで実際

に高齢者の方から得た意見である「大きなサイズの絵札」

「読み札の各札に込められた若者の思いと、使用している

絵の解説本をつくる」「絵札全体を一覧で見られるような

全体図を作る」という意見を活かし、制作を行った。地元

にある印刷会社にご協力いただき、製品として仕上げてい

くプロセスを学生は経験することができた（2018年 2月）。 

 図 製品化バージョンの作成

 

視点 主な意見 反映 形態

絵札を大きくする 〇 製品化
文字を大きくして見やすくする 〇 製品化
作品の明度をあげて、覚えやすくする 〇 製品化
絵札の絵の由来をわかりやすく添える 〇 解説本
制作学生の思いのエピソード集を作る 〇 解説本
かるたから思い浮かぶエピソードを話す △ 試行中
かるたから感じるスト―りーを語る
じっくり作品を見たいので持ち帰れる工夫を
絵札で使われている絵の全体像を見せる 〇 解説本
作品を一覧で見られるポスター制作 △ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
ミニ美術展のようなものにつなぐ 〇 実施
使用した絵の解説や関連の展覧会情報の提供 〇 解説本
企画展情報なども紹介する 〇 副教材
いろいろなところで行えるようにする △ 試行中
地域のコミュニティカフェに置いて自由に利用
このようなツールに興味を持つ団体に配る
市と大学が一緒になってかるた大会を実施
老人ホームなどへ子どもと一緒に行って行う
カフェでのかるた風景をSNSで拡散
１日１カルタ紹介
ネットでも遊べる工夫
カルタの絵柄のパッケージの敬老お菓子を作る
英語バージョンを作って海外へも紹介
高齢者→若者のかるた作成
小学生→高齢者のかるた作成
子どもから高齢者まで幅広く楽しめる札を作る

⑦今後の可能性

①実用化に向けて

②かるた利用法

③絵札の活用

④利用者の拡大

⑤SNS利用

⑥多角的な活用

図 2地区センターかるた会 図 3創作かるたの鑑賞

図 4授業内風景 図 5サロンでの意見交流
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品として仕上げていくプロセスを学生は経験することが

できた（2018 年 2 月）。

　サロン交流会で得た高齢者の方の意見を取り入れ、か

るたは「大判サイズ」と「通常サイズ」の２種類およ

び、解説本のセットという組み合わせで製品化された

（図 7）。

　そこで、出来上がった製品を用いて、公民館で活用す

ることにした（2018 年 7 月）（図 8）。公民館は、地域住

民によって運営されているコミュニティ・サロンとは違

い、不特定の一般の方が集まる場所である。いわば公的

な場所で活用する機会を得ることによって、ただかるた

遊びをゆるやかに楽しむだけではなく、どのように運営

すると、この作品を正しく理解していただけるかといっ

た、運用のクオリティを高める段階へとすすんだ。この

公民館での実施の機会を得たのも、市職員の橋渡しが

あった。

　公民館でのトライアルも好評だったことを受け 6)、こ

の後、公民館側からの提案により、公民館の市民講座の

中に多世代交流かるたが取り入れられることになり、広

く用いられる段階へと進んだ。誰もがどこでも活用し

て、多世代の交流の場を生み出していく。これまで地域

の方から得た意見をもとに、活用の標準化に必要な副教

材づくりに、学生の活動ステージも進むことになった。

　一方、このかるたを用いた多世代交流プログラムも副

次的に生まれている。H 地区センターのコミュニティ・

プログラムにおいては、H コミュニティ・サロンでい

ただいた意見を活かし、現代生活学科学生の発案・構

成で、本かるたを活用した子ども向けのアートワーク

ショップを行い、子どもたちの作成した作品を飾る「ミ

ニ美術展を開く」というミニイベントも行った（図 9）。

「子どもの目が輝いていて、普段経験できない“かるた”

や切ったり書いたりと勉強にもなりました。飽きること

なくずっと遊べて、中身の濃さを感じました」(40 歳代

女性 ) など、好評の催しとなった（2018 年 8 月）。

　さらに、製品の制作に向けての大きなヒントをいただ

いた H コミュニティ・サロンでも、製品化されたバー

ジョンでのかるた会を実施した（2018 年 7 月）。「自分

たちが最初に参加させていただいたかるたが、このよう

に立派なものになってうれしい」という、協働者として

の意見が聞かれ、ぜひ、もっと広く使えるものになれば

との声を戴いている。以下、H サロンでのかるた参加者

の声を抜粋する。

　「祖父母との幼い頃のふれあいや想い出を大切にして

くれている大学生の言葉がうれしく思いました。核家族

が増えている中で、地域の方と交流することを通して、

若い世代と高齢者がお互いに理解しあえればと願いま

す」「日ごろの生活経験のある大人にわかるカルタです。

絵も理解しやすいです」（60 歳代女性）「時間をかけて、

手数をかけて創ってくださった甲斐があります。素晴ら

しい出来栄えです。解説本と併せて、じっくり何回も見

たいです。ぜひ市販の方向に向けていかれるとよろしい

と思います。全部心に残る札でした。あえて一つ挙げる

なら“へこんでも立ち直るすべを知っている”がよかっ

たです」（70 歳代女性）「日常、あまり絵画にふれるこ

ともなく、今回このような機会を得て、とても高尚な気

分になりました。学生さんたちの思いが感じられて、読

み札もどれも素敵でした」（70 歳代女性）「自治会、老

人クラブなど、いろいろな場所で紹介したりすれば喜ば

れると思います」（70 歳代男性）「新しい構成による新

しい解釈で新鮮な気分になり、よかったです。“古き良

き時代を今に生かす女子大生”とこちらも送りたいで

す」（70 歳代男性）

　専門の学修を活かした学生ならではの創作カルタに、

地域交流も活気づいている様子がうかがえる。

３－５．多世代交流かるたの地域での活用価値

　以上のように、地域の住民の方の温かい受けとめと行

図 8公民館でのかるた会風景

図 9子ども向けワークショップ

図6製品化バージョンの作成 図 7完成した製品版
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政職員が橋渡しもあり、学生自身の学びの意欲が内発的

に生まれ、場が学生の力を引き出し、それにともない、

地域に活力を与え、地域連携の発展・持続を生んでき

た。

　『高齢社会白書』（平成 28 年度）のデータによれば、

高齢者層の「老人クラブ」への新たな参加希望率は

7.8% であるのに対して、約 6 割の高齢者が、「若い世代

との交流」に参加したいと答え、「世代間交流の機会」

（31.7％）「若い人からの働きかけ」（19.4％）を求めてい

る。このデータからも、大学生が自治会や町会、公民館

など地域活動の中に入り、世代をつなぐ活動を活性化す

ることは、社会的意義ある活動である。そして、大人か

ら子どもまで様々な世代との関わりの中で、大学生自身

がものの見方を広げ、地域社会の一員としての意識を持

つことで、これからの少子高齢社会を地域で支える社会

の次の代の担い手となる礎とすることができる。こうし

たことからも、単に多世代交流ツールの開発という意味

にとどまらず、学生自身がこうしたツールを作りつつ、

地域社会の中に入り、市民と一緒にコミュニケーション

しながら、世代理解をし、地域のコミュニティづくりに

寄与できることは、社会的意義ある取り組みであると言

えよう。

　このかるたの開発は、最初から地域連携の協働協定が

あったわけではなく、明文化されたプロジェクトとして

始まったものでもない。学生の専門の学修を土台に置い

たアイディアの創出と実践、それを受け止める地域市民

の温かい協働的関係が、学生の意欲を生み、新たな場と

作品を創り出す原動力となった。そこには、少子高齢社

会が到来する中、自立的につながりあえる地域づくりを

推進する市の市政方針に基づく、市行政職員の適切な場

の橋渡しがあって、展開してきた 7）。

　このような自立展開する地域連携の形こそが、活力あ

る生きた連携であり、地域の中に新しいつながりを生む

のではないかと考えられる。では、この発展的展開を生

んだ源には、どういう要素があったと考えられるだろう

か。より一般化して捉えるために、次に「創造の場」理

論をもとに分析をしてみたい。

４．クリエイティブな場を生み出すモデルとし

ての「創造の場」理論

４－１．「創造の場」について

　「創造の場」という概念は、成熟社会の都市のあり方

として言われるようになった「創造都市」の考え方の中

で構築されているものである。創造都市とは、二十世紀

社会が求めてきたグローバル経済の下の「世界都市」で

はなく、「市民の創造活動の自由な発揮に基づいて、文

化と産業における創造性に富み、同時に、脱大量生産の

革新的で柔軟な都市経済システムを備え、グローバルな

環境問題や、あるいはローカルな地域社会の課題に対し

て、創造的問題解決を行えるような『創造的な場』に富

んだ都市」と定義される（佐々木 2012）。「地域の文化

資源、歴史資源を生かし、市民活動や地場産業、新たな

表現を生み出し、都市の活性化に結び付けていく」とい

う都市論であり、多文化共生の考え方にも合致し、ユネ

スコにより創造都市ネットワークが組織されるなど、世

界的な広がりを見せている。日本でも、神戸、金沢、札

幌ほか７つの市がユネスコの創造都市に認定されている

ほか、多くの都市、団体が、日本の創造都市ネットワー

クに参加している。

　創造都市の考え方の中で、「人間が持つ創造性を結び

付け、多彩な創造的営為を推進していくプラットフォー

ム」として考えられるものが「創造の場」である（萩原

2014）。それは、「文化的集積を生かした都市の文化的生

産が集中的に展開されるところ」「人をひきつけ、人の

持つ創造性が刺激されて、エンパワメントされていく相

互作用を生む時空間」と定義される。「創造の場」に着

目をして研究を行った萩原は、「創造的である」という

ことの要には「“新しさ”を生み出す楽しみがある」と

捉えた上で、創造の場を構成するものに、４つの場があ

るとし、その構造について、豊富な事例調査をもとに次

のように整理している（萩原 2012,2014）（図 10）。

　まず、そもそものコトの発端は、個人のアイディアと

して生まれる。それは個人の頭の中にとどまったり、内

向的に個人の活動の中だけで自己完結してしまう限りは

外に広がらないが、個人のアイディアが他者と共有され

ることで、別の形を取り始めることになる。他者への共

有としては、二種類の場がある。一つは、「カフェ」の

ような場である。その特徴は、飲みながら、食べながら

という気楽な場であり、水平の人間関係の中にあり、だ

れもが自由にフランクに表現できる場という特徴を持

つ。個人の小さなアイディアやつぶやきが、そうしたフ

ランクな場で共有されることで、芽が出て、他者からも

バックアップされたり、思いもよらないアイディアが加

えられたりして育つ。しかしながら、それはその場限り

の思いつきで終わってしまったり、だれも責任をとらな

いまま捨てられてしまったりする可能性も高い。

　そこで、アイディアを形にするためには、「実験室」

のようなラボが必要であり、そのラボにかかわって、責

任ある形にしようという自主チームや協働母体が生まれ

るのである。そこでは、アイディアを具体的な形にする

ための集中的な作業が行われ、実際にプロトタイプが作

られたり、具体的なプログラムやメニューなど公にする

ための準備がすすめられるのである。

　そこでできたものが、またカフェに還元され、そこで
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の自由な意見やアイディアが、またラボにフィードバッ

クされて、作品化がすすむ。あるいは、最初から、ラボ

での作品化が進んで、その後にカフェのような場での共

有がされていくということもある。いずれにしても、個

人の思い付きで終わることなく、カフェやラボという場

で他の人にも共有・共感できるものとなり、やがて「劇

場」での発表にすすむ。この「発表」をするという段階

において、さらによりよいものとなる。また、異分野か

らの視点なども加わって、新たなアイディアやコトや場

が生まれる、ということになる。

　こうしたループが回り続ける。しかも、そこに参画す

ることに創造の楽しさや面白さを感じ続けることのでき

る関係性が存在し続けていくことが、地域の中に自分の

存在感が感じられる社会的な「居場所」を作り、市民が

創造的な活動に関われることになり、活力ある地域社会

を創り出す。このループをすすめていくためには、活動

そのものが、人を無理なく巻き込む発展的な性質を持つ

素材であること、そして、それぞれの関係性の結び目の

ところに、適切なコーディネート役、あるいは、組織の

存在が必要となる。こうして、地域の様々な文化資源、

人的資源が活かされ、またそこに新たなビジネスなども

生まれて活性化していくことが、「創造都市」となって

いくのである。

４－２．「創造の場」からみた多世代交流かるたの創作

過程

　本稿で扱った多世代交流かるたの展開は、この「創造

の場」理論にあてはめて考えてみることができるのでは

ないだろうか。

　高齢社会の到来の中で、若い人たちが高齢者の理解を

はかるツールを考えてみたいという思いから、かるたの

言葉が生まれた。教室内、ということではあるが、自由

な雰囲気の中での言葉出しであったので、カフェ的雰囲

気の中で、最初の種が生まれた。その後、実際に使え

るものにするという作業は「ラボ」「実験室」の仕事で

あったといえよう。それを、「コミュニティ・サロン」

という場に出して、地域の方に参加していただくこと

で、いろいろと意見をいただいたり、さらによりよいア

イディアをいただいたりした。

　それをそのままにしておいては、形にならなかったと

ころ、学生の中から、主体的な自主活動チームが生ま

れ、多世代交流かるたのプロトタイピングが行われた。

それは再び「ラボ」「実験室」の活動である。その制作

プロセスには、専門の教員の指導、地元印刷会社の協力

を得ることができた。その結果、力ある作品になり、再

びサロンでの活用の意見などいただきながら、公民館と

いう公的な場での「発表」のステージへとすすんだ。不

特定多数の方を相手にする場への活用と至り、完成度が

さらにあがり、さらにどのようにすればよりよいものに

すればよいのか、活用の仕方の面での検討が始まってい

る。

　このプロセスの中で、学生含めて地域サロンの方も、

また橋渡しをする行政職員も、あるいは地元企業も、創

発的に関わり、地域の連携が生まれている。

４－３．地域連携の持続的要素の考察

　このようにみてくると、地域連携が持続的になるため

には、「創造の場」を生み出していくような取り組みで

あることが必要ではないだろうか。

　では、そうした場を生むために必要なことは、本事例

を通じて、結果的に何であろうか。

　一つは、誰もが関心を持って関われるという観点か

ら、その地域の生活課題解決に根ざしているということ

であろう。地域は、確実に少子高齢・人口減少の時代を

迎える。その中で、自立的な地域コミュニティを、地域

住民が主体となって、自ら作り出していくことが、本当

に大きな地域課題である。そうした課題に対して、何ら

かの解決のきっかけや対応をもたらすような内容である

ことが、関与する人を増やす力になる。それが、地域の

人と人をつなげていくような内容であれば、住みやすさ

が感じられることになる。地域課題の解決は、自分の住

む地域に愛着を持ち、地域の暮らしに安全安心を感じる

ことができるようにいかにするかということに尽きると

思われる。その点に、大学の研究・教育を絡ませていく

ことである。

　二つ目は、その中で、学生自身が学んでいる学びを反

映させていくことである。自分たちが教室で学んでいる

ことが、社会の中で実際に生かされるという経験は、学

生の学ぶ意欲を高める。学んでいることが、社会解決に

いかに役に立つかを実感できることは、学びの質を高め

てくれる。

図 10　「創造の場」の４つのカテゴリー

出処：萩原（2014）ｐ .74 より筆者改変
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　その際に必要なのは、誰もが生活感覚をもとに楽しく

関われる、包摂性の高い素材でありつつも、より高みに

向けていくことをねらいとするものに取り組むというこ

とである。本事例においては、かるたという誰もが関わ

れる遊びでありながら、言葉と絵の創作という、人間の

創造性を引き出すものづくりを通して、異世代理解をは

かる新しいコミュニケーション・ツールを作るというこ

とが内容であったところに、活動の持続性、高みへと向

けていく志向性が生じたと考えられる。人間は文化的存

在である限り、より本質的でよいものを作りたいという

思いがその本性である。その思いを大切にするところ

に、創造的な活動は生まれ、自立的に発展していく。大

学と地域の連携のプロジェクトが生きたものになるに

は、よりよいものを生み出したいという「文化への愛」

が根底にあることが必要であろう。それが、プロジェク

トに関わる人々の自己成長にもつながり、持続的な関係

性を生み出すと考えられるのではないか。

　第三に、適切なコーディネーターを持つということで

ある。今回の事例の多世代交流かるたの例では、市職員

が、日頃から、地域のコミュニティとのコミュニケー

ションをはかっており、いわば「創造の場」の結び目の

ところで、学生達を必要な場へと結ぶ橋渡しの役割をし

ている。それを可能にしたのは、行政の姿勢として、日

頃から、行政担当者と自治会・町会との円滑なコミュニ

ケーションがあった。自治体自体も、協働型・自立型の

地域づくり政策をすすめている。これらが相まって、基

本的信頼感ある地域の人とのつながりが、容易に生まれ

たと考えられる。大学側も自治体側も、よりよい地域づ

くりをめざしたいという思いを理念として共有している

ことで、コミュニケーションもまた円滑に働いたのでは

ないだろうか。

　誰もが関わりたいと思えるような題材を選び、かつ創

造のよろこび、よりよいものにしていきたいと思う気持

ちになれる要素を持つことが必要である。地域の関わり

の中からそうした「素材」を見つけること、そして、そ

の「素材」を形にしていくための専門の知見と技術を持

つ人とのつながりをつけていくこと、そして、様々な人

が関われるような場をコーディネートしていく力が必要

であることをこの事例は示している。「素材」を見つけ

ることは、本質から物事を捉えようとする姿勢を持つ大

学側の責務であり、一方、適切なコーディネートを図

り、場をつなぎ、人をつないでいくところには、地域の

生活に対して公務的に仕事を行う行政職員の関わりが期

待される。そして、「カフェ」と「実験室」との行った

り来たりの中で学生を育て、地域を育て、新たな地域文

化を生みだしていく。その中で、地域愛着を感じる若

者、地域住民の厚みを増していく。そのような動きを作

り出していくところに、「学生の地元活動」や「思いつ

き」「賑やかし」を超えた、人文・社会系の研究と教育

の一体化した地域連携の望まれる姿を求めることができ

るのではないであろうか。

５．おわりに

　本稿では、少子高齢化時代の地域コミュニティづくり

の課題と相まって必然的に生まれる地域連携のプロジェ

クトの中で、学生が意欲的に関わり、地域活性に結びつ

くためのあり方の検討を行った。大学の地域連携につい

ての先行研究のレビューの中で、「思いつき」や「賑や

かし」「学生の労働力提供」などに留まらないようにす

ることが、その持続的発展のためには必要という視点を

得た。では、どうしたら恒常的・持続的な地域連携が生

まれるのか。筆者が取り組む事例を取り上げ、「創造の

場」の理論をもとに考察した。その結果、連携協働する

大学側の姿勢と自治体側の姿勢についての知見を得るこ

とができた。

　本稿は、一つのケーススタディであり、これを以て一

般化できるかどうかは他の事例研究などが必要である。

また、本研究の事例とした多世代交流かるたも、まだ発

展途上にある。今後、地域にどのように活用が広がるの

か。その中で、学生がどのような学びを得ていくのか。

そして、地域にどのような関係を生んでいくのか。その

プロセスを追うことで、大学と地域の連携と地域活性に

ついてのあり方を深めていきたい。

付記 

　「多世代交流かるた」制作・活用の取り組みは、本学

文学部美学美術史学科の下山肇准教授、本学生活科学部

生活文化学科井口眞美准教授とともに、2017 年度から

行っているプロジェクトである。本プロジェクトの遂行

にあたっては、2017 年度実践女子大学教育プロジェク

トの助成を受けている。両先生のご指導、ご協力、また

本学の助成に深く感謝いたします。

　なお、本稿の一部は、地域活性学会第 10 回研究大会

における発表をもとにしている。

註 

1）  西村（2016）の見解による。なお、従来の大学の「研

究」「教育」機能に加えて、第三の機能として「大学の

社会貢献」が重要視されるようになったのは、2006 年

に改正された学校教育法、また、2007 年に改正された

教育基本法において、「大学の社会貢献」が明文化され
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たことが大きな要因と考えられる（細野 2014）。西村

（2016）は、こうした法制化が大きく働いたとはいえ、

一方で、大学全入時代の突入など、高等教育が大衆化

する中で、「社会にとって有意な人材の育成」「現実社

会で活躍できるリアルな人材育成」「社会現場での実

践・実行」を伴う教育が、より一層大学に求められるよ

うになり、大学の社会貢献活動を加速させたことを指

摘している。また、地方の大学においては、地域の個

性や魅力を持続的に活かし地域で活躍できる人材育成

の教育研究が求められるようになり、大学の研究教育

と社会貢献・地域連携との融合が本質的な意味で求めら

れるようになったという研究もある（藤井 2016）。

2）  たとえば、ツイッターやインスタグラム、フェイス

ブックなどで地域資源を魅力的に紹介することによる

効果などがその例である。デジタルネイティブといわ

れる若者の方が、こうした媒体を使う能力は長けてお

り、魅力的な地域紹介が、広報効果につながるだけで

なく、地域の人々の求心力にもなる（桝井 2015）。具

体的事例の一つとして、学生の自主運営による地域プ

ロジェクトを展開する香川大学経済学部の「盆栽」プ

ロジェクトにおいては、高松の伝統産業である盆栽の

価値に着目し、学生発信によるインスタグラムが海外

からも注目を集め、盆栽を嗜むライフスタイルの拡大、

高松盆栽の認知度の向上、地域活性に寄与しているこ

とが研究報告されている（古川 2018）。

3）  日本経済新聞社産業地域研究所による大学の地域貢献

度に関する調査が 2006 年に始まっており、日経グロー

カル誌において「大学の地域貢献度ランキング」が毎

年発表されている。調査の視点は「組織、制度」「学

生、住民」「グローカル」「企業・行政」の４つの領域

からなり、学生の地域活動は「学生、住民」の項目の

評価ポイントとなる。2013 年の特集記事（日経グロー

カル NO.232）「全国大学の地域貢献度ランキング（上）」

では、「地域貢献を大学の使命とする意識が浸透し、多

くの大学が各設問で点数宇をアップさせた」「地域課題

の解決と地域活動を通した学生教育の充実に向け、今

後ますます大学と地域の連携強化が求められる」と記

述されている。このような表現から、学生の地域活動

の露出度と大学の評価との関係性がうかがえる。

4）  日野市では、「魅力ある新しい地域コミュニティづく

り」を推進しており、平成 30（2018）年度において

も、「地域の力と諸力融合で拓く、活気と魅力に満ち

たまちづくり」を掲げている（市長所信表明、日野市

企 画 部 市 長 公 室 http://www.city.hino.lg.jp/shisei/profile/
mayor/1008065.html、2018.9.19. アクセス）。その考え

のもと、市民間の交流が活発に行われる場や機会の創

出をはかってきているが、実際には「市民間の交流の

機会が活発にある」と思っている市民は、平成 27 年

度現在 18.0% と高くはなく、平成 32 年度にその数字

を 50.0% にあげる目標をたて、多様な主体が、世代を

越えて交流するまちづくりが目指されている（日野市

2016）。また、自治会の加入率の低迷、高齢化も課題で

あり、特に若い世代の地域への関心づくりが求められ

ている（日野市 2017）。本稿のかるたは、地域の異なる

世代が理解しあい、互恵的関係を持ってゆるやかにつ

ながるきっかけづくりのツールとして役立てることを

意図したものである。

5）  参加者からは、「市内の各地区センターや交流センター

への設置」「地区センターを利用して運営されているコ

ミュニティカフェのプログラム」「保育園と高齢者の融

合施設」「デイケアセンターの活動と組み合わせ」「病

院」「高校生などにもよい」など、このかるたを様々な

場に広げ活用していく意見も出された（2017 年 9 月 20

日実施）。

6）  日野市中央公民館での本かるたの地域活用は、「ゆるカ

フェ」と称する、自由な雰囲気のコミュニティカフェ

で実施された（2018 年 7 月 12 日）。参加者からの「と

てもよい交流になる」「素晴らしい作品だ」といった声

を受けて、その後公民館では公募型の「多世代交流か

るた会」を企画し、「市報ひの」を通じての参加者募

集を行うに至った。2018 年 9 月 27 日に実施されたそ

の模様は、J:Com デイリーニュースでも取り上げられ

て、「大変クオリティの高いかるた」「高齢者の交流に

ぴったり」といった、参加者からの生の声が放送され

た（2018 年 9 月 27 日放送）。

7）  日野市では、市全体を 8つの中学校区に分けて地域市政

を行っており、職員が担当地区を決めて、きめ細やか

に住民との意志疎通をはかっている。年２回の地域懇

談会の実施、市民活動団体を結ぶ市民フェアの開催な

どを行い、地域住民とのコミュニケーションをはかっ

ている。
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